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Ａ．研究目的 

  
高精度放射線治療システムの実態調査

と臨床評価のためのデータ登録ソフトウ

ェアと放射線治療計画QAシステムの改良、

実データでの運用を行う。 

 
Ｂ．研究方法 

 
1. データ登録ソフトウェア、放射線治療

計画レビューシステムの改良 
開発したデータ登録ソフトウェアと

構築した放射線治療計画 QA システム

の改良を行う。 

 
2. 実データでの運用と解析 

 上記 1.で改良したシステムを、実デ

ータを用いて運用する。高精度放射線

治療システムの実態調査で収集した

DICOM-RT データを Web 上で閲覧可

能にする。また実データを用いた解析

を行う。 

 
（倫理面への配慮） 

データ登録ソフトウェア，放射線治療計

画レビューシステムの改良は、倫理面への

配慮は必要としない。 
実データでのテスト運用は，本研究班の

事務局である九州大学の倫理審査の承認

を得て行った実態調査のデータを利用し

ている。本調査では個人情報を収集してい

ない。 

 
Ｃ．研究結果 

 
1. データ登録ソフトウェア、放射線治療

計画レビューシステムの改良 
実際の調査時には調査者の負担を考

慮して紙面での調査となったため、デ

ータセンターに送られてきた紙データ

を、データ登録ソフトウェアを用いて

データベース化した。 FTP （ File 
Transfer Protocol）を用いて、放射線

治療計画レビューシステムに、インタ

ーネットを介した DICOM データサー

バー転送機能を追加した。 
2. 実データでの運用と解析 

 上記 1.で改良したシステムを、実デ
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めのデータ登録ソフトの開発と改良、放射線治療計画レビューシステムの構築

と実データでの運用、データ解析を行った。 



 
 

ータを用いて運用した。訪問調査で収

集した DICOM データを開発したレビ

ューツールで全て閲覧可能であること

を確認した。 
また、実際に収集したデータの内、

前立腺癌の IMRT 症例に関して、2 施

設（施設 A、E）間で線量指標を比較し

た。図に Rectum、Bladder の V65 V70
の比較を示した。PTV に関しては 2 施

設間で差がなかった。直腸の V65、V70
に関しては施設間に有意差はなく、施

設 A では症例ごとのばらつきが大きか

った。膀胱の V65、V70 に関しては施

設間に有意差があった。 
(P = 0.02) (P = 0.01)
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図. V65、V70比較一例 

 
 
Ｄ． 考察 
 構築したシステムを、実データを用いて

運用することにより、実際に収集したデー

タを解析、web閲覧が可能であることが分

かった。データの評価に関しては各施設で

治療のプロトコルが異なるため、単純に比

較できない。本年度は前立腺のIMRT症例

に関して、処方、コンツール基準、リスク

分類を統一して解析を行った。一方で線量、

蓄尿・直腸条件の差異があり、また治療計

画から線量を再計算しておらず、施設間で

の比較が難しい。本研究班では臨床データ

も取集したため、予後が良い治療計画を検

討し、その治療計画同士を比較していくこ

とにより、標準治療を模索・確立していく

ことが可能となる。 
 実データの運用により収集したデータ

の解析、web閲覧が可能となった。今後は

現在データセンターに集積されている調

査施設のデータの解析とwebでの表示、さ

らには班員の解析要望に沿った結果の表

示を行っていく。 

 
Ｅ． 結論 
 本研究班の主旨である高精度放射線治

療システムの実態調査と臨床評価のため

のデータ登録ソフトウェアと放射線治療

計画QAシステムの改良、実データでの運

用、解析を行った。 
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